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学習指導要領改訂に伴う 
「総合的な探究の時間」の実践研究  
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図１ 全国学力・学習状況調査質問紙 「総合的な学習の時間」と平均正答率 
 
 






















改 訂（平成 30年告示） 現 行（平成 21年告示） 
第４章 総合的な探究の時間 
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  「総合的な探究の時間」の学び方を確認  
  ◯テーマから、生徒が自発的に「仮説」を立てる。 
  ◯仮説について「追究・調べて」、「表現・まとめる」ことで新たな「仮説」が立ち上がる。 
  ◯これを繰り返すことで、仮説が変化・発展し、考えが深まる。 
 
テーマの確認 『仕事とは何か？』  
  仮説①を立てる 
   ◯仕事とは、責任・専門家・やりがい・新しい人との出会い 
  仮説①を追究する 
   ◯どんな仕事をしてみたいか？ → 自分のできること 
   ◯どんなことをしてみたいか？ → 音楽が好きというか、癒やしがあるというか 
  さらに 
   ◯好きを仕事にできるのか？→「音楽」「仕事」で検索→「舞台・特殊効果」、「音楽療法」 
   ◯「音楽療法」に関心が高まる。 
  仮説①を表現する 
   ◯仕事とは、発見 
   ◯「仮説」が変化し、新たな「仮説」が立ち上がる。 → この仮説を追究する。 
 
  仮説②を追究する 
   ◯図書館に行って「音楽療法」の仕事について調べる。 
   ◯図書館でレファレンスをしてもらう。 
   ◯本を紹介してもらい、本に出てきた音楽療法士さんと連絡する。 
   ◯音楽療法士さんと連絡が取れない。 
  仮説②を表現する 
   ◯仕事とは、つながり 
   ◯「仮説」が変化し、新たな「仮説」が立ち上がる。 → この仮説を追究する。 
 
  仮説③を追究する 
   ◯福祉施設の方から連絡。音楽療法士さんにインタビューできる。 
   ◯音楽は、障害や病気を持っている方の健康性を高める。その人が人間らしく過ごせるように 
    音楽を使って関わらせていただく仕事。 
   ◯認知症の方に音楽療法をしているところを見学する。→コミュニケーションの難しさを知る。 
8 稚内北星学園大学 
 
  仮説③を表現する 
   ◯仕事とは、時間をかけてつくられていくものだ。 
 
  学習の振り返り 
   ◯仮説を追究することで、新たな仮説が立ち上がった。それを表現すると 






















①貧困をなくそう ②飢饉をゼロに ③すべての人に健康と福祉を   
④質の高い教育をみんなに ⑤ジェンダー平等を実現しよう  
⑥安全な水とトイレを世界中に ⑦エネルギーみんなにそしてクリーンに 
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◯脱化石燃料をすすめることで起こる雇用問題を解決する方法とは （SDGs⑦、⑧、⑬）  
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１ 目  的  ・地域の特徴を知り、地域との結びつきの中で自分が貢献しようとする姿勢を養う。 
           ・地域の課題を把握し、地域振興のため地域の活動へ積極的に参加しよう 
とする態度を養う。         
２ 道徳教育の観点  ・郷土愛、先人への感謝 
           ・社会的役割と責任 
３ 日  時  ８月２１日（水）１４：４５～１５：３０（７校時） 
４ 場  所  本校 視聴覚室 
５ 対象生徒  １学年および３学年 生徒（３７名） 
６ 日  程       ～１４：４５  準備・設営（対応 ●●／●●） 
          １４：４５～１５：２５  講話 稚内北星学園大学 教授 但田 勝義様 
          １５：２５～        謝辞（生徒会長） 
７ 対  応    渉外   ：●● 
設営 準備：●●、●● 
ＨＲ指導 ：●●、●●  
            当日対応  ：●●、●●  
８ 備  考  ･ 講演者控え室として校長室を使用する。 
          ･ 生徒は６校時終了後、イスと筆記用具、メモ用紙を持って移動する。 
 
 
図５ 第１学年「総合的な探究の時間」 地域探究シート① 
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図６ 第１学年「総合的な探究の時間」全体計画 注(5) 
第１学年（総合）「地域探究」実施要項 
 
１ 目 的   ・自分の住む地域の特徴について知り、地域に参加する力を養う。 
          ・調査・体験した内容をもとに発表する力を養う。 
２ 道徳教育の観点 郷土愛、先人への感謝 公徳心、社会連帯 
３ 対 象   １年生 
４ 日 時   令和元年 ８月２１日（水）（総合⑥）  ：稚内北星学園大学 但田 勝義 教授 
               ８月２２日（木）（総合⑥）  ：課題設定 
               ８月２８日（水）（総合⑥）  ：調査計画作成 
              １０月 ３日（木）（総合②）  ：調査準備 
１０月１７日（木）（総合②③④）：実地調査 
              １０月２４日（木）（総合⑤⑥） ：発表準備 
１０月３０日（水）（総合⑥）  ：発表準備 
              １１月 ６日（水）（総合⑥）  ：成果発表会 
５ 場 所   １年生ＨＲ教室、パソコン教室、視聴覚室 
６ 内 容   
日 程 時 間 実 施 内 容 担 当 
①  ８月２１日（水）総合 6 講話 地域の課題について 進路係・１、３学年 









④  ９月１１日（水）総合 6 予備調査（ＰＣ室等） １学年 








⑨ １０月２４日（木）総合 6 発表準備①（ＰＣ室等） １学年 
⑩ １０月３０日（水）総合 6 発表準備②（ＰＣ室等） １学年 
⑪ １１月 ６日（水）総合 6 地域探究発表 １学年・進路係 
７ 備 考   ・全体で指導するワークシート、評価表は１学年で作成する 
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図７ 第１学年「総合的な探究の時間」 地域探究シート② 
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図８ ２班フィールドワーク資料 （インタビューとアンケート） 
町民インタビュー 
女性（70代くらい） 





































・人が少ない ・挨拶を返してくれる ・朝のスクールガードの多さ ・静かなところ ・子どもの元気の良さ 
・助成金がもらえる（さまざまな場面で） ・人が優しい ・自然が豊かなところ 
・地域の人にあいさつしたら返してくれる ・けっこう定住でイベントをやっている 
・ビール祭りの牛肉がうまい ・自然、水がきれい ・しずかなところ ・人が少ない。静か 
・狭い町だから地図を覚えやすい。 ・ホットシェフがおいしいと思う ・専門家によるとよい地形らしいです。 
・山 ・自然がよい ・事故が少ない ・静かな町 ・土地が雄大 ・大規模草地 ・星がきれいに見える 
・豊富の人は優しい ・自然 ・星 ・地域の人が優しい ・平和（事件や災害などがあまりない） 
・ドライブができる ・山菜採りができる ・自然が多いため生物がでてくる ・豊富温泉 ・事故が少ない 
・水が多い ・豚さんがかっこいい ・自然がある ・本屋さんがほしい。 ・かわいいお洋服屋さんが欲しい 
・バッティングセンターがほしい ・ふわふわかき氷屋さんがほしい ・高校にウエイトルームがある 
・自然が豊か ・アイヌ文化 ・日曹炭鉱 ・フェルムのソフトクリームがおいしい ・新し目の公共施設 
・何もないところが良いところだと思います。 ・サロベツニソンに行った方がいいよ 
・自然がたくさん ・天然ガス ・心霊スポット ・ニューホ、ヤンマー、ＭＳＫなど ・乳製品 
・街灯が少ないから星がきれい ・朝と夜はそんなに人と会わない ・静か ・小さくても公園があるところ 
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・自然がたくさんあり、保育園もあるから子どもをのびのび育てることができる。 ・星がきれいに見える 
・自然がきれいなところ ・空気がきれい ・空気がきれい ・とても静か ・車がうるさくても何も言われない 
・フェルムのアイスクリームがおいしい ・自然豊か ・空気が澄んでる ・人がいなくて静か ・自然豊か 




・新しい店があってほしい ・店や遊ぶ場所を増やして欲しい ・もっと店ができればいい 
・森があるからアスレチックがほしい ・本屋さんがほしい ・道の駅 ・私は今の豊富で満足です 
・中高生が買い物できるところ（服屋さんなど） ・もっと有名な人たちが来れるところ ・店が多かったら 
・人がもっと多かったら ・豊富にもアイドルを（乃木坂みたいな） ・･･･とくに思いつかないな 
・大きなデパートがあればいい ・バイク王 ・本屋 ・店がもっと増えて欲しい ・豊富にジムがあればよい 
・スポーツセンターにウエイトルームがあればよい ・本屋さんがほしい ・かわいいお洋服屋さんがほしい 
・バッティングセンターがほしい ・ふわふわかき氷屋さんがほしい ・牛さんがかわいい 
・ヨドバシ ・ローソン ・ツタヤがあったら良い ・豊富の面積のどのくらいを畑や牧場に使われているか 
・ショッピングモールがあるといい ・道の駅 ・バスなどの交通を増やす ・バスとかがいっぱいあったらいい 
・ごみ拾い ・セブンイレブンがあったらいいな ・遊べる場所（ゲーセン） ・分からない ・セブンイレブン 
・イベント多く ・何か年間の予算？を使い切らなきゃ来年から予算削られる制度をどうにかして 
・大きい店 ・人増やす ・店を増やす ・ごみ拾い ・色んな店でアルバイト体験 ・遊ぶ場所が増えたらいい 








図９ 豊富高校シンポジウム（第１学年「地域探究」報告会）実施要項 注(6) 
 




   （４）高校生の柔軟な発想を町に提案し、豊富町の発展に貢献する。 
２ 道徳教育の観点 「自主・自立」「理想の実現」「寛容・謙虚」「権利と義務」「公徳心」「愛校心」 
３ 日 時  令和元年１２月２０日（金）５～７校時（１２：５５～１５：３０） 
４ 会 場  本校体育館 
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５ テーマ 「豊富町の未来について考える」 
６ 時 程・内 容 
  ※事後アンケートを取り、生徒会は今回の内容のフィードバックを行う。 
   フィードバックについては、書類にまとめて参加者に配布する。 








     ・与えられた中テーマから、特に話し合いたい小テーマを抽出する 
     ・小テーマについて、活動案、現状の課題とその改善策など、これからの豊富町のためのアイディアを出す 
     ・出た意見を発表に向けて、模造紙にまとめる 
（５）発表は各班１分以内。模造紙をカメラで撮影し、その画像をプロジェクターでスクリーンに映す形で見せ 
ながら紹介する 






























１５：２０ 閉会式 生徒会執行部 
 後片付け  
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８ 業務分担 
業務 担当 内容 
総務 ●●、●● 全体統括・企画運営・当日の時間管理 
渉外 教頭、●●、●● 外部との連絡調整 
受付 ●●、●● 来賓の受付 




Ａ：●●  Ｂ：●● Ｃ、Ｄ：●● 
Ｅ、Ｆ：●● Ｇ、Ｈ：●● Ｉ：●● 





図 10 １班「豊富町の商業施設について」（一部） 
 
 


































図 13 報告会の様子 
 
図 14 グループ討議の様子① 
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図 16 生徒用事後アンケート 
令和元年度 北海道豊富高校シンポジウム 生徒用アンケート 




住んでいる      たぶん住んでいる      たぶん住んではいない       住んでいない 
     
 ②あなたは１０年後、豊富町（宗谷地区）に住んでいる予定ですか？（大学・専門卒業後） 
住んでいる      たぶん住んでいる      たぶん住んではいない       住んでいない 
     
 ③あなたは５０年後、豊富町（宗谷地区）に住んでいる予定ですか？（定年退職後） 
住んでいる      たぶん住んでいる      たぶん住んではいない       住んでいない 











  住んでいる人 ・ 自然 ・ 食べ物 ・ 酪農業 ・ 温泉 ・ 観光業 ・ 治安 



















図 17 生徒事後アンケート １）将来豊富町（宗谷管内）に住んでいるか？ 
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(2) 2015年 文部科学省「総合的な学習の時間の成果と課題について」掲載されたグラフを編集。 
(3) 文部科学省「総合的な探究の時間解説」から、学校間の目標のつながりを解説。 
(4) 2019年 7月 22日 北海道豊富高等学校で実施された校内研修資料（プレゼン）。 
(5) 北海道豊富高等学校 生徒指導部校内提案資料より 
(6) 北海道豊富高等学校 生徒指導部校内提案資料より 
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・文部科学省 「高等学校学習指導要領」1999年 3月告示 
・文部科学省 「中学校学習指導要領」2008年 3月告示 2010年 11月一部改正 




・文部科学省 「中央教育審議会答申」2016年 12月 
・ＮＨＫ高校講座 「総合的な探究の時間」第１回（2018年） 
引用：https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/tanq/archive/resume00 
・文部科学省 「高等学校学習指導要領」2018年 3月 
・文部科学省 「高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説総合的な探究の時間編」2018年 7月 
・イマココラボ 2019年 引用：https://miraimedia.asahi.com/sdgs-description/ 
・内閣府 「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 （平成 30年度）」2019年 6月 
・北海道豊富高等学校 校内研修計画 2019年 6月 
・北海道豊富高等学校 「地域探究」全体計画／指導計画 2019年 8月 
 
● 英文タイトル 
Accompanying the revised Course of Study, practical research on 
 "Comprehensive time for inquiry" 
～ Through the Hokkaido Toyotomi High School “Regional Exploration” Symposium ～ 
● 英文要約 
The shrinking working-age population, globalization and technological innovation are causing 
rapid social change, making it difficult to predict. In such an era, school education aims to solve 
problems in collaboration with others, to reconstruct information and connect it to new values, Is 
required to be able to be reconstructed. 
In this context, the High School Study Guideline, which will be fully implemented in the year 
2022 (Reiwa 4), states that “the time for comprehensive study” It is a “time for comprehensive 
research” with the goal of cultivating the qualities and abilities to better discover and solve issues 
while thinking about the way of life through self-learning. 
In this paper, we analyze the results and issues of the current "integrated learning time" and 
discuss the significance and future potential of new inquiry learning with students, teachers and 
staff, and townspeople at Hokkaido Rich High School. We will verify through the symposium we 
have held and report on the “time for comprehensive research”. 
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